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２０１８ 年度Q4 （理工学部・情報理工学部）

エンジニアリング・デザイン教育に関するレポート
JABEEでは、エンジニアリング・デザイン能力は技術者教育を特徴づける極めて重要な要素と位置付けている。この方針に従い、情報技術専修コースでは、ソフトウェア工学演習IV、機械電子制御工学演習IV、システム数理演習IV、システム創成演習IV、情報システム数理演習IV (以下、演習IV)をエンジニアリング・デザイン能力涵養のための重要な科目と考えている。演習IVの履修によるエンジニアリング・デザイン能力習得の達成度確認のために、以下のレポートを速やかに作成し、指導教員に提出すること。

以下の1～4の評価項目については、達成度(◎、○、△、×)を記入し、具体的な内容について簡潔に記述すること。

※シラバス，ならびに，情報技術専修コースの資料を適宜参照すること。

	1. デザイン能力に関して具体的な達成目標を設定したか。                      
	達成度
	○

	プログラムの構築に問題を見つけ、その解決策を複数考え、チームで相談し、その中でほかの人にも使いやすく最適なものを導き出すことを学びました。


	2. デザインあるいは問題解決策についての学習を行ったか。
	達成度
	○

	エンジニアデザインでどういうところに問題があるか、また、その問題はどうして起こっているか、その解決方法なども学び、自分で考え、学習しました。


	3. 複合的で解が複数存在する課題に取り組んだか。
	達成度
	◎

	(1) 複数のアイデアを提案したか。

単位集計表で色を付けたりして足りていない単位や足りている単位をわかりやすくしたり、JABEE

の学生と単位の計算を分けたりなどを提案しました。
(2) 大学で学ぶ複数の知識を応用したか。

EXCELの計算の技術、ウオーターフォール型でのプラン作成などを活用しました。
(3) 自然や社会への影響(公衆の健康・安全、文化、経済、環境、倫理等)について考察したか。

プログラムが使いやすくなれば利用する人も簡単に利用できるようになるだけでなく、必要な情報を短時間で手に入れることができるので広く言えばパソコンの電気代の節約、見る時間も少なくなるので使う人の負担の軽減になると思います。


	4. 具体的に取り組んだ問題について
	達成度
	○

	(1) 解決すべき課題の内容をよく考察したか。

今回取り組んだ単位集計表改善は表が見にくいということでした。なぜ見にくいのかを調べ、どうするべきかをチームで相談して、最もよい案を考えました。
(2) 制約条件を考慮したデザイン(あるいは解決策)となっているか。

とった単位が卒業に不足しているかどうかすぐにはわからなかったので色を付けることにより簡単にわかるようになりました。またJABEEの学生とそうでない学生で計算を変えたりしました。
(3) デザイン(あるいは解決策)の結果をわかりやすく掲示しているか。

結果としてEXCELで不足している単位は赤く表示され、習得中の単位と合わせて足りてないときも

表示されるようにしました。
(4) 専門分野の知識を研究活動へと応用したか。

ウオーターフォール型プロセスでプログラムを作成し、クラス図でプログラムを大まかな流れを書いたりEXCELのマクロを使い計算しました。




